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王子税務署納税表彰式

北都税事務所感謝状贈呈式

 

理事榎 本 武 男 殿

受賞者とお祝いにかけつけた皆様

副会長

副会長

副会長

木 佐 貫 正 殿

酒 井 克 昌 殿

鈴 木 康 之 殿

参与

理事

理事

榎 並 博 子 殿

岡 﨑 祥 子 殿

上川　つや子 殿

理事

地区幹事

理事

理事

理事

飯 村 英 子 殿

小 倉 ス ヨ 殿

小 板 橋 力 殿

佐 藤 次 男 殿

棚 木 亀 治 殿

北都税事務所
税務功労者感謝状

北都税事務所主催の感謝状贈呈式が11月8日（水）十条台区民センターにおいて開催され、
当会理事榎本武男氏が税務功労者感謝状を受彰されました。

ここにご紹介し、お祝い申し上げます。

菊薫る佳き日に、北とぴあ飛鳥ホールにおいて、王子税務署主催の納税表彰式が開催され、
王子税務署吉田署長より受彰者各位に厳粛のうちにも親しみをこめて賞状が授与されました。

納税道義の昂揚や税務行政に多大な貢献をなされた方々の永年の功績が評価されて、名誉ある受彰となったものです。
引き続き、北区税務団体協議会長表彰が行われ、大室税団協会長より受彰者の皆様へ賞状が授与されました。

受彰者の皆様に心よりお祝い申し上げ、ここにご紹介いたします。

王子税務署長表彰状 王子税務署長感謝状 北区税務団体協議会長表彰

平成29年11月17日（金）　於：北とぴあ 飛鳥ホール

平成29年度
王子税務署納税表彰式 受彰者決まる
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平成30年度税制改正に関する提言
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平成30年度税制改正に関する提言
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当日はあいにくの天候ではありましたが、王子税務署長始め他3名の方が
見送りに来て下さり、署長さんからは、お土産まで用意して頂き、後ろ髪を引
かれる思いで三角公園をバスは出発しました。
最初の東薫酒造では、蔵を見学して10人の口に合うという“叶”は最初から最後まで。米を洗うところから手作業の為、少々金
額は高めではありますが、今まで10数回賞を頂いているそうです。300円を出して試飲してみました。大変美味しゅうございました。
甘酒や他のお酒などを試飲して、皆様お買い求めていらっしゃいました。
その後、ドラマや映画の撮影に使用されている街並み、三菱館、伊能忠敬旧宅を見たり、油茂製油のラー油、ごま油、馬場
酒造で酢やみりんなど、ここでもお買物です。

いよいよランチは800坪の庭と創作料理、“吉庭”です。前菜は和、メインの
お魚、お肉は洋、〆はほたてご飯、デザートは杏仁豆腐と無国籍料理が出ま
したが、大変美味しく頂きました。食後は雨も上がり、少しだけお庭を見て回
りました。もう少しゆっくりできたらと感じました。
次の銚子までは一時間かかりますので、この時間を利用して、ジャンケン大
会を始めました。
部会で途中購入した品物や、吉田署長に頂いたお土産で、楽しいジャン

ケン大会を繰り広げ、楽しい一時を過ごし、目的のヤマサしょうゆ工場に到着
しました。時間の都合で工場見学は取り止め、ヤマサの歴史がわかるビデオ
映画を20分くらい上映して頂きました。①しょうゆはゆっくり時間をかけて丁寧に。
②麹を作る。③もろ味を仕込む。④しょうゆを搾る。⑤火入れで整える。⑥厳
しい検査。⑦詰める。おいしいしょうゆは赤い！！
しょうゆソフトクリームや鯖のつみれ汁などを食べ、しょうゆぬれ煎餅、しょうゆポッ
プコーン等をお土産に買い、集合写真の時は日差しが差していました。次の銚
子ウォッセ21では、名物のカレー
ボールやお刺身などの海産物を
お買物して、抱えきれない程のお
土産を持って、帰路に着きました。
近場ではありましたが、内容的に
は、盛り沢山で、満足して頂け
たのではないかと思っています。
参加して頂いた女性部会の
方々有難うございました。

千葉県佐原・銚子散策＆お買物

女性部会一泊研修会
平成29年10月17日（火）　於：千葉県佐原・銚子

女性部会 副部会長 玉嶋 和代

広大な敷地に建つヤマサ工場

ヤマサの巨大な醤油樽のなかで集合写真 佐原の美女三人組

佐原の山車行事  ユネスコで無形文化遺産登録（東薫酒造にて）
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当日は、それまでの長
雨が嘘のような好天の中、
今回の講演会を開催する
ことができ、まずは一安心。
さらに多数の方々にご出
席賜り、ここに深く感謝申
し上げます。今年は、経
済アナリスト・獨協大学経
済学部教授で、テレビ、ラ
ジオ等に多数出演し、数
多くの著書も持ち、さらに
経済ばかりでなく、金融・
恋愛・オタク系グッズ等多くの分野で論評を展開されている森
永卓郎氏を講師としてお招きいたしました。
まず冒頭、もしかしたら聞くことは叶わないと思っていたライ
ザップに纏わるエピソードから。出演されるきっかけから始まり、
徹底的な糖質制限の食事、スタジオでのトレーナーの様子、
その結果ご自身の患っていた糖尿病の数値が改善し、完治
されたこと。きっとこの時点で、出席されている多数の方は完
全に森永ワールドへ引き込まれたことでしょう。そして、話は
本題へ。
氏曰く、昨今、「儲かるトレンドは？」とよく尋ねられるとのこと。
戦後の高度成長期（1965年〜1976年頃）においては、所謂
「横並び消費」のおかげで、世の中は大量生産・大量消費

の構造となっていた。この構
造の基となっていたのは、両
親に子供2人という一家4人
の家族形態。このような標準
世帯に対して企業は製造販
売をしていたので、そこまでト
レンド云々を考える必要はな
かったのだろう。ところが現
代は、非正規雇用者が増え
たことにも因るのだろうが「30

代前半での非婚率が51％」、「40代前半での非婚率が34％」
お金が無いと結婚できない時代となっている。余談ではある
が、かつて氏はテレビ番組で「専業主婦は不良債権」と発言
してSNS等で大炎上されたことがあったとのこと。不良債権
の真意は子供の学費と住宅ローンが掛かる上に奥さんを養う
には相当の実入りが必要だということを言いたかったとのこと。
それほど現代では結婚にお金が掛かるのだ。これにより、シン
グル世帯が増大することとなった。その結果、ニーズの多様
化が起こり、またインターネットの普及により今までそれほど価
値を見出されなかったことにまで価値が出てくる世の中となっ
た。では、ニーズの多様化する現代において、我々中小企
業経営者はどう立ち向かっていけばいいのか。そのために、
氏は年来「日本人のラテン化」を主張されている。日本人は、
少なくなったとはいえ、まだまだ労働時間は多く、休暇日数は
少ない。ここで氏はイタリアを例に出し、彼らは日本人よりも少
ない労働時間と多い休暇日数で我 と々同等以上の利益を上
げている。それは何故か？イタリアの事業主は現場へ権限委
譲をし、日々の業務は現場主体で行われている。現場は残
業することなく、或いはしっかりと休暇を取るべく業務を遂行
する。また、新製品の開発アイディアも現場からのものを採用
する。その新製品の良し悪しを判断するのはマーケットだとい
う。このように、現場からの意見、特に若者のインスピレーション
を大事にしているということである。
なかなか先の読めない時代だからこそ、経営者は暗くなっ
てはならない。だからこそ「ラテン化」する必要がある。経営
者が暗くては働く者はその力を十二分に発揮することはできな
い。もっと経営者は現場や若い力を信じて前向きに物事を考
えるべきで、駄目な時こそその真価が問われるのである、とい
うことを最後に力説されていらっしゃいました。
氏の巧みな話術とその豊富な知識・見識で、出席された方々

にはあっという間の90分であり、随所に笑いが起こっていたこ
とを思うと、聴衆の皆様方にとっても満足していただける講演
会となったのではないでしょうか。

公益事業推進委員長 矢口 哲也

「今後の中小企業のあり方」
                    ～激動する日本経済を読む～

平成29年11月1日（水）　於：北とぴあ つつじホール「税を考える週間」特別講演会

講師 獨協大学教授・経済アナリスト森永 卓郎氏

講師の森永卓郎氏

ジェスチャーを交えた森永氏の講演

矢口委員長
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平成29年11月3日（ 金・祝日）
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キッザニア体験レポート

平成29年11月11日（土）～17日（金）　於：キッザニア東京
キッザニア東京「TAX WEEK～税を考える週間」

東法連・青年部会連絡協議会では、お仕事体験を通して、社会と「税」の関係を理解し、興味をもってもらう目的でキッザニア
東京での租税教育活動を行っています。今年は青年部会のメンバーが特派員として参加しました。今年の特派員からのレポート
を掲載いたします。
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女性部会主催 平成29年11月17日（金）　於：北とぴあ 13F 飛鳥ホール



11

平素より王子法人会の皆様方にはご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。今般私は「秋
の青梅路へ」と題する厚生事業推進委員会主催の日帰りバス旅行に参加させて頂き諸先
輩方多数おられました中、誠に恐縮ですが、ご指名がありました関係でここに筆を執らせ
て頂く次第です。
さて、秋も深まり冬の足音も徐々に近づき始めた11月中旬の日曜日の朝、私たち一行は秋の青梅路へと王子駅前公園を出発し

ました。第一の目的地は東京の十の蔵の一つ、日本酒澤乃井で有名な小澤酒造さんです。こちらの蔵元は奥多摩の豊かな自然
の広がる青梅市沢井の地で元禄15年（1702年）より300年以上もの長きに渡り酒造を営んでいます。蔵見学や唎酒を体験させて
頂き、歴史の重みや伝統文化の大切さを実感することが出来ました。また、施設内の一部は庭園となっており、モミジなど色づ

いた木々たちが秋の深まりと癒しを感じさせてくれた様な気がします。蔵元
といえば私たちの地元である北区の岩淵町にも23区唯一の小山酒造さん
がありますが、時には地元を離れ、遠方の地へ足を運ぶことにより、北区
という地域（地元）の特色や伝統も再認識した次第です。昼食は普段なか
なかお会いできない別地区の方 と々も歓談しながらゆば懐石に舌鼓を打ち、
こちらを後にしました。
続いて向かったのは、青梅市御岳にある玉堂美術館です。こちらは日
本画の巨匠川合玉堂が晩年の十余年を御岳で過ごしたのを記念して建
てられたものです。伝統的な日本画の本質を大切にして、自然や人々が
写実を超えて丁寧に描画された作品の数々は普段慌ただしい日常を送っ
ている私たちの心に安らぎを感じさせてくれるものでした。復元された当
時の画室などもあり、玉堂画の制作情景に想いをめぐらせた方 も々多かっ
たのではないでしょうか。
結びに、今般私はこの日帰りバス旅行に初めて参加させて頂きました

が、厚生事業推進委員会の方々、並びに参加者の皆様方のお陰もあり
好天にも恵まれ楽しいひとときを過ごさせて頂いた事、感謝申し上げます。
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青梅の歴史と伝統に触れた秋の一日
平成29年11月12日（日）　於：青梅市

厚生事業推進委員会日帰りバス研修会
厚生事業推進委員会

㈲佐藤設計企画

佐藤 桂介

日本を代表する蔵元、小澤酒造さんの前で

静寂な庭園
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去る11月9日10日の両日にわたり、第31回全国青年の集い高知大会
が開催されました。王子法人会青年部会からはＯＢ含め10名の紀行と
なり、うち8名が大会にエントリーと過去最大人数での参加となりました。

「未来へ継ぐ 絆 志国高知」のスローガンのもと、全国からは約2,400
名の青年部会員が集結いたしました。

9日高知龍馬空港に降りたつと、南国土佐の暖かな気候が出迎えてく
れました。その足で坂本龍馬ゆかりの桂浜へ行き、その美しい海岸線
に魅了されつつも午後3時半には会場入りし、租税教育活動プレゼンテー
ションを聴講しました。全国各地より選抜された局連代表による各地の
素晴らしい取り組みは、参加部会員皆が大いに勉強になり、参考になり
ました。今年の最優秀賞は、福岡直方法人会の「税にこめられた想い
を伝える租税教育活動」でした。東京代表の品川法人会による「Kids 
Work Tax」も大健闘し、優秀賞を獲得。昨年の北海道大会でプレゼン
したことを思い出し、発表者の気持ちになって聴講していました。

翌10日は朝9時半より行われる部会長サミットに出席。部会長ウェルカムパーティーで懇親を深めたグループでの円卓会議、372
名の青年部会長がメインテーマである「租税教育活動の質的向上をめざして」を議題に、2つ
の項目で議論を交えました。昼食は物産展で地の食材を満喫し、午後は地元高知出身の間
寛平氏が「走ることで伝える大切な事 〜夢・出会い・絆〜」を演題に講演、16時より大会式典
が開催されました。そして最後には、大会旗が高知大会会長より、
次回開催地の岐阜大会会長に渡り閉会となりました。

部会長として初めての参加となった全国大会でしたが、他の単
位会の青年部会との交流を深め、とても有意義なものでした。さら
には、土佐の郷土料理に舌鼓を打ちつつ、王子の仲間たちともよ
り懇親を深めた2日間でありました。

平成29年11月9日（木）～10日（金）
第31回法人会全国青年の集い 高知大会

租税教育の更なる進化へ向け 青年部会部会長 橋本 修一

参加者全員で記念撮影

大会旗を岐阜へ伝達 高知県の郷土料理「皿鉢」
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 北都税事務所／ハローワークからのお知らせ  
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 本部 · 地区だより

北区長（中央）に提言書を渡す水越会長と飯野委員長

「税制改正提言事項」の要望活動

「平成29年度税制改正提言事項」を水越会長ならびに飯野税制
委員長により、花川北区長、榎本北区議会議長、太田議員事務
所へ中小企業の声として、お渡ししてまいりました。

平成28年11月8日（水）　於：北区役所、北区議会、太田議員事務所

先生、受講者の皆さまで記念撮影

王子からは橋本部会長と渡辺常任幹事が参加

東法連青連協が主体となり、税を考える週間の広報活動が行
われ、王子法人会は上野駅を担当しました。アイドルグループ
“全力少女Ｒ”と共に山手線10駅を舞台に、税と法人会の広報物
10,000部を配布しました。当日の様子はFNN系列で配信され、
法人会の活動がマスコミ等への発信力を高めることができました。

税を考える週間 広報活動
平成29年11月14日（火）　於：山手線10駅

8月17日～ 11月16日まで開催された簿記講習会もあっという間
に閉講式を迎えてしまいました。
修了証書授与の後、11月19日の簿記試験に向けて、士気を高

めました。
参加者の皆さんは、頑張った成果を試験で発揮できたのではな
いでしょうか。
合格お祈りしています。

2級簿記講習会閉講式
平成29年11月16日（木）　於：北とぴあ 802会議室

充実の一日を終え皆さん笑顔です

青梅の文化に触れる旅
秋の長雨の中、この日だけ奇跡的に晴れました。参加者は23名。
着物の歴史、櫛かんざし、日本画、吉川英治、酒造見学と各
館すべてに観光ガイドがつき、普段知ることが出来ない知識を得
ることができました。
参加者一同大満足の研修会でした。

第20地区研修
平成29年10月18日（水）　於：青梅市



テーマは自由です。
採用された方にはもれなく

クオカードを贈呈。

右記のQRコードより
アクセスしてキツネ通信を
お読みいただけます。

Androidの場合はAndroidマーケットからPDF読取り用
アプリをダウンロードして下さい。（Adobe Reader 等）

スマホでキツネ通信

新春講演会  新年賀詞交歓会のご案内

女性部会・青年部会合同講演会

日時／平成30年1月22日（月）　場所／北とぴあ  北区王子1-11-1

日時／平成30年2月23日（金）　場所／北とぴあ  北区王子1-11-1
スタイリストが教える「大人の身だしなみ」

新春講演会  『35歳から一生負けない生き方～人生経営計画作成～』

新年賀詞交歓会
会場／16階  天覧の間 時間／16：00～ 講師／栢野克己先生

会場／7階  第1研修室 時間／18：30～ 講師／黒田茜先生

会場／13階  飛鳥ホール 時間／17：30～
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https://www.oji-hojinkai.or.jp/
kitakitsune/

今年は、広報委員長も打ち出している、Web等による情報発信の
強化を形にすべくお役に立ちたいと思います。
他にも、委員会では新たな取り組みのアイデアがいろいろ出てい

ますので、皆さんと議論を重ねて、法人会の存在感をアピール&会員
増強につながる広報を目指したく思います。

この1年ほど、十条台小学校の温水プールに泳ぎに行くのが習慣と
なっており、性に合っているのか、週1、2回ペースで続いています。
港区や豊島区、千代田区の公共施設のプールに行ったこともありま
すが、十条台はきれいで水深もちょうどよく、気に入っています。
一度、千駄ヶ谷にある50mプールにもチャレンジしましたが、50m

は疲れますね…
もう少し体力がついたら、再チャレンジしたいです。

今年も会員の皆様にとって良き1年となりますように。

読者投稿大歓迎

王子法人会ホームページアドレス https://www.oji-hojinkai.or.jp/

中平 拓司広報委員

2月1月
9（火） 広報委員会
16（火） 女性部会常任幹事会
20（土） 第4地区新年研修会
22（月） 新春講演会
22（月） 新年賀詞交歓会
23（火） 新設法人説明会
24（水） 決算法人説明会
25（木）「自社株の評価の仕方」講習会
26（金） 正副､常任理事､監事会
29（月） 青年部会賀詞交歓会

1（木） 女性部会新年賀詞交歓会
9（金） 総務委員会
15（木） 決算法人説明会
15（木） 正副､常任理事､監事会

16（金） 第1・2ブロック（王子地区）
講演会「健康セミナー」

20（火） 女性部会常任幹事会
23（金） 女性・青年部会合同講演会
25（日） スプリングウォーク
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